【様式２】

医療情報システム安全管理評価制度

申請事業者概要

	1.事業者名
	フリガナ　

	
	

	2.設立年月日（西暦）
	

	3.システム化の経緯
	

	4.申請事業者のＵＲＬ
	

	5.取得認証制度
	□ 病院機能評価（Ｖｅｒ．　　）

□ プライバシーマーク　□ ＩＳＯ２７００１／ＩＳＭＳ

□ ＩＳＯ９００１　□ ＩＳＯ１４００１

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　

	6.外来患者数
	１日外来患者数（　　　　人）

	7.病　床　数
	許可病床数：　　　床
	稼働病床数：　　　床
	標榜科目数　　　科

	
	一般：　　　床
	療養：　　　床
	精神：　　　床
	他：　　　床

	8.介護保険サービス
	介護老人福祉施設：　　　　床

介護老人保健施設：　　　　床
	居宅サービス（訪問看護以外）　有・無

訪問看護（医療含む）　　　　　有・無

	9.機　能
	□ 精神科病床を有する病院　□ 感染症病床を有する病院

□ 療養型病床を有する病院　□ 特定機能病院

□ その他の一般病院　□ 医育機関　□ 臨床研修指定病院

□ 地域医療支援病院

	10.従業者数
	役員（　　）、正社員（　　　）、派遣社員（　　　）、

出向社員（　　）、契約社員（　　）、委託先の従業者（　　）、

パート・アルバイト等（　　）、ボランティア（　　）
合計　　　　名

	11.職種別従業者数
	医師（　　）、歯科医師（　　）、看護師（　　）、薬剤師（　　）、

保健師（　　）、助産師（　　）管理栄養士（　　）、栄養士（　　）、臨床検査技師（　　）、診療放射線技師（　　）、臨床工学士（　　）、理学療法士（　　）、作業療法士（　　）、精神保健福祉士（　　）、

社会福祉士（　　）、介護福祉士（　　）、診療録管理士（　　）、医療情報技師（　　）、その他の有資格者（　　）、一般事務職（　　）

合計　　　　名



	12.外部保存の状況
	カルテ


	媒体
	□ 紙　□ 電子媒体

	
	
	保存場所
	□ 他の医療機関

□ 行政機関等が開設したデータセンター等

□ 民間のデータセンタ

□その他（　　　　　　　）

	
	
	移送方法
	□ 委託先の従業員

□ 申請事業者の従業員

□ 運送業者

□ ネットワーク

□その他（　　　　　　　）　　　　 

	
	その他外部保存をしているもの
	□Ｘ線フィルム等　

□健診・人間ドック関連

□福祉・介護関連　

□ 総務・財務関連

□その他（　　　　　　　）


	


【記入上の注意】（提出時は以下の注意書きは削除すること）
0. A4縦の用紙を使用すること。

1.事業者名　：　病院または事業者の登記上の正式名称を正確に記述する。

2. 設立年月日　：　設立年月日を西暦で記載する。

3. システム化の経緯　：　医療情報システムの導入経緯を時間を追って記述する。

＜例＞
2002年　オーダリングシステム運用開始

2005年　新館設計

2006年　新館建築開始、電子カルテ導入を決定

2007年　電子カルテベンダーを決定

2009年1月　電子カルテ運用開始

4. 申請者のＵＲＬ　：　ホームページを公表している際は、そのＵＲＬを記入する。また、ない場合はなしと記入する。
5. 取得認証制度等　：　病院機能評価、プライバシーマーク、ISMSなど既に取得済みの認証制度等がある場合はチェックする。

6. 外来患者数　：　病院の場合は、平均１日外来患者数を記入する。

7. 病床数　：　病院の場合は、届出病床数を記入する。

8. 介護保険施設サービス　：　介護老人福祉施設、介護老人保健施設のベッド数を記入する。

9. 機能　　：　該当する機能にチェックする。

10. 従業者数 　：　従業員（ボランティア、パートタイマー、アルバイト等含む）及び役員（取締役、執行役員、理事、監査役、監事）、派遣社員、外部からの出向社員、委託先の従業者（窓口業務等を業務委託した際に委託元で委託業務に従事する委託先の従業者）等の人数を雇用形態ごとに分けて記入する。また、人数は申請時点の人数を記入する。

11. 職種別従業者数 　：　各職種ごとに該当する人数を記入する（常勤、非常勤は問わず１人としてカウントする）。

12. 外部保存の状況　：　各項目ごとに該当する箇所をチェックするか該当事項を記入する。
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